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　決算とは、町税や国県補助金などの収入が「どのくらい入り」、行政運営に必要な支出として「どのように活か
されたか」を一般会計、特別会計、事業会計ごとにまとめたものです。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総

額
は
２
１
２
億
５
，６
２
４
万
４
千

円
で
、前
年
度
よ
り
１
億
８
，７
８
２

万
９
千
円
の
増
加
、
歳
出
総
額
は

２
０
４
億
４
，１
２
６
万
２
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
４
億
１
，２
３
６
万
７

千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し

引
い
た
収
支
は
、
８
億
１
，４
９
８
万

【
歳
入
】

　

町
税
が
町
民
税
の
減
に
よ

り
、
１
，４
３
０
万
５
千
円
の

減
少（
0
．6
％
減
）と
な
り
ま

し
た
。

　

国
庫
支
出
金
が
地
域
の
元

気
臨
時
交
付
金
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
、
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
た
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

３
億
６
，３
１
６
万
４
千
円

の
増
加
（
50
．9
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
債
が
前
年
度
で
織
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
の
完
了
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
減
な
ど
に
よ
り
、

５
億
７
６
０
万
円
の
減
少

（
49
．0
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

普
通
建
設
事
業
費
が
町
道

の
整
備
や
小
中
学
校
の
空
調

設
備
整
備
・
ト
イ
レ
改
修
な

ど
を
実
施
し
た
も
の
の
、
前

年
度
で
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１
億

２
，６
７
９
万
１
千
円
の
減
少

（
7
．0
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
出
金
が
宅
地
造
成
事
業

特
別
会
計
の
町
債
（
借
金
）
の

繰
上
償
還
へ
の
繰
出
な
ど
に

よ
り
、
１
億
１
，１
３
１
万
円

の
増
加
（
6
．9
％
増)

と
な

り
ま
し
た
。

２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が
１
３
６

億
５
，１
２
７
万
１
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
億
４
，９
３
１
万
５
千

円
の
減
少（
1
．1
％
減
）、
歳
出
が

１
２
７
億
７
，０
２
５
万
９
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
５
，７
７
６
万
２
千
円

の
増
加（
0
．5
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

決算報告わたしたちのまちのわたしたちのまちの
平成２5年度

決
算
規
模

一
般
会
計
決
算

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
現
在
高

（単位：千円）

会　　　　　計
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出

差引残額
（A) ー (B)(A) 対前年度比

(%) （B) 対前年度比
(%)

一　般　会　計 13,651,271 ▲ 1.1 12,770,259 0.5 881,012

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,433,440 4.7 2,308,334 3.7 125,106

介 護 保 険 事 業 2,287,681 1.4 2,262,011 0.9 25,670

後期高齢者医療事業 233,861 1.4 231,893 0.8 1,968

簡 易 水 道 事 業 450,966 13.7 447,317 14.3 3,649

公 共 下 水 道 事 業 988,237 5.0 980,791 5.0 7,446

集 落 排 水 事 業 360,503 ▲ 0.6 358,710 ▲ 0.2 1,793

温 泉 事 業 17,561 ▲ 45.0 15,889 ▲ 46.7 1,672

農林漁業体験実習館事業 27,622 4.3 27,622 4.3 0

宅 地 造 成 事 業 92,530 ▲ 3.5 92,530 ▲ 3.5 0

土 地 区 画 整 理 事 業 16,543 皆増 2,803 皆増 13,740

事
業
会
計

上水道事業
収益的収支 282,585 0.5 282,047 0.4 538

資本的収支 21,904 380.0 147,280 23.8 ▲ 125,376

国民健康保
険病院事業

収益的収支 286,503 ▲5.2 278,946 ▲ 9.3 7,557

資本的収支 105,037 732.0 234,830 210.9 ▲ 129,793

合　　　　　計 21,256,244 0.9 20,441,262 2.1 814,982

歳  入
136億5,127万1千円

歳  入
136億5,127万1千円

一般会計一般会計

町税
22億9,941万3千円
（16.8%）

町税
22億9,941万3千円
（16.8%）

自主財源
41億8,899万1千円
（30.7%）

自主財源
41億8,899万1千円
（30.7%）

依存財源
94億6,228万円
（69.3%）

依存財源
94億6,228万円
（69.3%）

地方交付税
64億5,041万3千円
（47.2%）

地方交付税
64億5,041万3千円
（47.2%）

繰越金
10億8,808万9千円（8.0%）
繰越金
10億8,808万9千円（8.0%）

分担金及び負担金
3億5,180万3千円（2.6%）
分担金及び負担金
3億5,180万3千円（2.6%）

繰入金
5,893万6千円（0.4%）
繰入金
5,893万6千円（0.4%）

諸収入
2億310万1千円（1.5%）
諸収入
2億310万1千円（1.5%）

使用料及び手数料
8,521万7千円（0.6%）
使用料及び手数料
8,521万7千円（0.6%）

財産収入  1億90万2千円（0.8%）財産収入  1億90万2千円（0.8%）

寄附金  153万円（0.0%）寄附金  153万円（0.0%）

地方譲与税
1億1,342万7千円（0.8%）
地方譲与税
1億1,342万7千円（0.8%）

地方消費税交付金
1億9,319万7千円（1.4%）
地方消費税交付金
1億9,319万7千円（1.4%）

交通安全対策特別交付金
187万5千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
1,764万6千円（0.1%）
配当割交付金
1,120万2千円（0.1%）
地方特例交付金
762万1千円（0.1%）
利子割交付金
686万5千円（0.1%）
自動車取得税交付金
3,386万8千円（0.2%）

交通安全対策特別交付金
187万5千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
1,764万6千円（0.1%）
配当割交付金
1,120万2千円（0.1%）
地方特例交付金
762万1千円（0.1%）
利子割交付金
686万5千円（0.1%）
自動車取得税交付金
3,386万8千円（0.2%）

国庫支出金
10億7,605万5千円

（7.9%）

国庫支出金
10億7,605万5千円

（7.9%）
県支出金

10億2,171万1千円
（7.5%）

県支出金
10億2,171万1千円

（7.5%）町債
5億2,840万円
（3.9%）

町債
5億2,840万円
（3.9%）

歳  出
127億7,025万9千円

歳  出
127億7,025万9千円

一般会計一般会計

人件費
19億9,870万9千円
（15.6%）

人件費
19億9,870万9千円
（15.6%）

扶助費
17億1,508万6千円
（13.4%）

扶助費
17億1,508万6千円
（13.4%）

公債費
18億794万4千円
（14.2%）

公債費
18億794万4千円
（14.2%）

義務的経費
55億2,173万9千円
（43.2%）

義務的経費
55億2,173万9千円
（43.2%）

投資的経費
18億162万8千円
（14.1%）

投資的経費
18億162万8千円
（14.1%）

その他の経費
54億4,689万2千円
（42.7%）

その他の経費
54億4,689万2千円
（42.7%）

補助費等
16億6,409万5千円
（13.0%）

補助費等
16億6,409万5千円
（13.0%）

繰出金
17億2,997万円
（13.6%）

繰出金
17億2,997万円
（13.6%）

普通建設事業費
16億8,418万7千円
（13.2%）

普通建設事業費
16億8,418万7千円
（13.2%）

物件費
14億1,131万8千円
（11.1%）

物件費
14億1,131万8千円
（11.1%）

災害復旧費
1億1,744万1千円（0.9%）
災害復旧費
1億1,744万1千円（0.9%）

維持補修費
1億3,266万5千円
（1.0%）

維持補修費
1億3,266万5千円
（1.0%）

積立金
4億6,724万4千円
（3.7%）

積立金
4億6,724万4千円
（3.7%）

貸付金
4,160万円（0.3%）
貸付金
4,160万円（0.3%）

越前さんの家計簿
　平成25年度一般会計決算の歳入と歳出を1,000分の1にし、
「越前さん」の1年間の家計に置き換えてみました。

①給料 230万円
・ 町税（町民税や固定資産税など、皆さんから納められ
た税金）

①生活費 507万円
・ 人件費（委員報酬や職員給与）
・ 物件費（町の施設の管理費や事業の委託料）
・ 補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し 6万円
・ 繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや
特別会計・事業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金 181万円
・ 公債費（町債の元金・利子の支払いのお金）

⑤修繕費 13万円
・ 維持補修費（町の施設の修繕のお金）

⑦貯金 47万円
・ 積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金 4万円
・ 貸付金（団体などに貸し付けるお金）

④前年度の残金 109万円
・ 繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の新・増築や車の購入費 180万円
・ 普通建設事業費（町の施設や道路などの新設・改良や
設備の購入のお金）
・ 災害復旧費（被災した農業施設や道路などの復旧のお金）

小計（A）　自主財源 419万円

小計（B）　依存財源 946万円

収入合計 （A）＋（B） 1 ,365万円 支出合計 1,277万円

②財産・臨時収入 74万円
・ 使用料（町の施設や設備の利用料）
・ 負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・ 諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの雑収入）
・ 財産収入（町の土地などを売却したお金）
・ 寄附金（団体・個人から寄附されるお金）

②医療費 172万円
・ 扶助費（子どもや高齢者､障がい者の福祉などのお金）

⑤支援金 893万円
・ 地方交付税（国から交付されるお金）
・ 国 ･ 県からの補助金（法律などによる交付金や事業実
施に対する補助金）

⑥子どもへの仕送り 173万円
・ 繰出金（特別会計や事業会計に支出するお金）

⑥借入れ 53万円
・ 町債（銀行などからの借金）

（百万円）

平成17年度末 平成18年度末 平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末 平成23年度末平成22年度末 平成25年度末平成24年度末

町債現在高 基金現在高

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000 36,51136,511

7,0097,009 5,7365,736 4,6924,692 4,4924,492 4,7324,732 4,5134,513 4,9654,965 5,2915,291

5,4465,446

35,46135,461 33,09933,099 32,06132,061 30,35430,354 28,10428,104 26,07526,075 24,61824,618

22,54422,544

合併後8年間で
約139億円
減少

町民1人当たりの現在高

町債 約97万円
基金 約23万円

　

平
成
25
年
度
末
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を

合
わ
せ
た
町
債
（
借
金
）
の
現

在
高
は
２
２
５
億
４
，４
３
８

万
２
千
円
で
前
年
度
よ
り

20
億
７
，３
４
４
万
円
の
減
少
、

基
金（
貯
金
）の
現
在
高
は
54
億

４
，６
２
１
万
６
千
円
で
前
年

度
よ
り
１
億
５
，５
３
８
万

８
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
総
合
振
興
計
画

で
定
め
た
平
成
27
年
度
末
の

町
債
の
現
在
高
２
０
０
億
円

を
目
指
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

※
町
民
１
人
当
た
り
の
現
在

高
は
、
平
成
25
年
度
末
の

町
債
（
借
金
）
と
基
金
（
貯

金
）
の
現
在
高
を
同
年
度

末
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

２
３
，２
０
８
人
で
割
っ
た

金
額
で
す
。

（　）は構成比



臨時福祉給付金の申請はお済みですか？（詳しくは13ページへ）子育て世帯臨時特例給付金の申請はお済みですか？（詳しくは13ページへ）
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平成25年度に実施した主な事業

快
適
快
適
でで
安
全
安
全
にに
住住
め
る
ま
ち
づ
く
り

め
る
ま
ち
づ
く
り

元
気
元
気
でで
活
力
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊

個
性
豊
か
で
か
で
誇誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

人人
がが
輝輝
きき
交
流
交
流
でで
満満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

道
路
網
の
整
備

●
安
全
な
交
通
の
確
保

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
、
福
井
線
な
ど
の
歩

道
整
備
、
北
乙
坂
線
な
ど
の
路

面
舗
装
、宮
前
線
・
馬
場
高
橋
線

な
ど
の
消
雪
設
備
整
備
を
実
施

２
億
２
，７
６
１
万
２
千
円

下
水
道
の
整
備

●
下
水
道
施
設
の
統
合

　

宮
崎
東
部
（
八
田
・
陶
の
谷
）

処
理
区
と
上
戸
処
理
区
を
公
共

下
水
道（
朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

汚
水
処
理
）
に
つ
な
ぐ
管
路
を

布
設 

３
，１
４
３
万
４
千
円

農
業
の
振
興

●
農
業
施
設
の
整
備

　

上
川
去
、気
比
庄
、田
中
で
暗

渠
排
水
や
用
排
水
路
改
修
を
実

施 

５
，６
５
３
万
８
千
円

●
米
の
品
質
向
上

　

品
質
や
食
味
値
な
ど
に
よ
り

区
分
集
荷
し
た
米
を
効
率
的
に

出
荷
す
る
た
め
、
朝
日
東
部
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
横
の
集
出
荷
貯

蔵
施
設（
ラ
ッ
ク
倉
庫
）の
整
備

費
を
補
助

１
億
４
，６
２
６
万
３
千
円

林
業
の
振
興

●
森
林
の
適
正
な
管
理

　

森
林
施
業
の
た
め
の
現
況
調

査
費
や
造
林
、除
間
伐
、作
業
路

な
ど
の
整
備
費
を
補
助

９
８
２
万
９
千
円

観
光
産
業
の
活
性
化

●
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ

　

県
内
外
へ
の
出
向
宣
伝
を
実
施

　

観
光
Ｐ
Ｒ
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
、
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

に
配
置 

１
，２
５
５
万
６
千
円

循
環
型
社
会
の
形
成

●
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
費
を
補
助

１
０
６
万
４
千
円

町
民
と
協
働
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

●
集
落
振
興
の
支
援

　

地
域
の
課
題
を
掘
り
起
し
、活

性
化
を
図
る
担
い
手
と
し
て
活

動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

雇
用

　

高
齢
化
が
進
む
集
落
の
維
持
・

活
性
化
を
支
援
す
る
集
落
支
援

員
を
配
置 

４
８
０
万
１
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠

点
の
整
備

　

旧
武
生
公
共
職
業
安
定
所
朝

日
出
張
所
を
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備

２
，４
４
９
万
６
千
円

保
健
事
業
の
推
進

●
予
防
接
種
の
奨
励

　

乳
幼
児
の
感
染
症
や
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
、予
防
接
種
を
実
施

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
を
予
防
す
る
た
め
、
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
を
助
成

 

３
，６
７
４
万
円

子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実

●
子
育
て
の
支
援

　

助
成
対
象
者
を
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
全
員
に
拡
充
し
、
子

ど
も
医
療
費
を
助
成

４
，６
８
５
万
８
千
円

●
不
妊
治
療
対
策
の
推
進

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
不
妊

治
療
費
を
補
助２

６
４
万
４
千
円

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
組

織
の
ス
リ
ム
化

●
公
共
施
設
の
合
理
化

　

旧
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
取
り
壊
し
、跡
地
を
整
備

５
，４
６
２
万
円

●
電
子
自
治
体
の
構
築

　

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
、電
子
入
札
を
導
入

９
１
１
万
５
千
円

防
災
・
救
急
体
制
の
充
実

●
避
難
所
の
充
実

　

拠
点
避
難
施
設
と
な
る
朝
日

・
常
磐
・
糸
生
小
学
校
に
防
災

備
蓄
倉
庫
を
整
備

４
２
５
万
２
千
円

防
犯
対
策
の
強
化

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
支
援

　

区
が
管
理
す
る
既
存
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
取
替
費

を
補
助 

４
５
９
万
１
千
円

水
産
業
の
振
興

●
水
産
環
境
の
整
備

　

漁
業
に
関
す
る
普
及
啓
発
活

動
を
行
う
町
産
地
協
議
会
の
活

動
を
支
援

　

厨
・
米
ノ
地
区
の
漁
業
用
作

業
保
管
施
設
の
整
備
費
を
補
助

４
，３
０
９
万
３
千
円

●
観
光
客
の
誘
客
促
進

　

冬
の
カ
ニ
・
水
仙
シ
ー
ズ
ン

中
に
Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
と
越
前
海
岸

間
の
バ
ス
を
運
行

　

越
前
か
に
ま
つ
り
や
越
前
さ

か
な
ま
つ
り
な
ど
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
費
を
補
助

１
，５
０
７
万
円

●
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・

露
天
風
呂
「
漁
火
」・
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
３
施
設
を
中

心
と
す
る
エ
リ
ア
に
道
の
駅

「
越
前
」
を
整
備
す
る
た
め
の
設

計
を
実
施

 

６
７
６
万
２
千
円

●
地
区
集
会
施
設
の
整
備
支
援

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活
用
し
、

金
谷
区
集
会
施
設
の
建
設
費
を

補
助 

２
，２
６
０
万
円

学
校
教
育
環
境
の
充
実

●
学
校
空
調
設
備
・
ト
イ
レ
の

整
備

　

町
内
す
べ
て
の
小
学
校
の
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
教
室

に
空
調
設
備
を
整
備

　

朝
日
・
常
磐
・
糸
生
・
城
崎
・

萩
野
小
学
校
と
宮
崎
・
織
田
中

学
校
の
校
舎
ト
イ
レ
を
洋
式
化

と
乾
式
化
に
改
修

２
億
２
，１
５
６
万
１
千
円

LED防犯灯
（気比庄地区）

住宅屋根に設置された太陽光発電設備

住民が参加し空き家利用につ
いて話し合うワークショップ

避難物資を備えた
防災備蓄倉庫（朝日小学校）

整備した作業路による森林施業

洋式化された校舎トイレ
（城崎小学校）

公共下水道につなぐ管路の布設

漁港の衛生環境の向上にも繋がる漁業用作業
保管施設

水量を適正に管理するための暗渠排水

県外での出向宣伝

多くの人で賑わう越前さかなまつり

地区住民の交流拠点となる
金谷すみよし会館

消雪設備が整備された町道
（西田中地区）

朝日コミュニティセンター

乳幼児の予防接種（織田病院）

健
康
健
康
でで
安
心
安
心
し
て
し
て

暮暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
町
民
にに
開開
か
れ
た

か
れ
た

健
全
行
財
政

健
全
行
財
政
のの

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
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平
成
25
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
比
率
に
は
、
早
期
健
全
化
基
準
や
経

営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。
比
率
の
い
ず

れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財
政
健
全

化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財

政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
比
率
が

基
準
を
下
回
り
、
財
政
は
「
健
全
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

比　率　名 平成25年度決算 早期健全化
基準

財政再生
基準

健
全
化
判
断
比
率

実 質
赤 字 比 率 黒　字 13.56% 20.0%

連 結 実 質
赤 字 比 率 黒　字 18.56% 30.0%

実 質
公債費比率 11.5% 25.0% 35.0%

将 来
負 担 比 率 34.0% 350.0%

資金不足比率 資金不足なし 20.0%

Ｑ
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比

率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会
計
な

ど
で
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足

額
（
赤
字
額
）
が
標
準
財
政
規
模
（
※
）
に
占

め
る
割
合
で
す
。
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、

一
般
会
計
と
す
べ
て
の
特
別
会
計
・
事
業
会

計
の
赤
字
額
の
合
計
額
が
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
赤
字
の
程
度
が

大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
会
計
が

黒
字
と
な
り
、
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
※
） 

町
税
、
普
通
交
付
税
、
譲
与
税
・
交
付

金
な
ど
の
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通

常
の
年
間
収
入
の
合
計
額

Ｑ
実
質
公
債
費
比
率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
町
債
（
借

金
）
の
返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　

町
債
（
借
金
）
の
返
済
額
な
ど
に
は
、
上
下

水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
、
ご
み
処

理
・
消
防
の
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
の

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

負
担
金
の
う
ち
、
そ
れ
ら
団
体
の
借
金
の
返

済
に
充
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
財
政
に
対
す

る
借
金
の
返
済
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
前
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上

げ
返
済
や
金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借

り
換
え
、
事
業
の
計
画
的
な
実
施
に
よ
り
借

金
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成

25
年
度
決
算
で
は
11・５
％
と
な
り
、ピ
ー
ク

時
の
平
成
18
年
度
と
比
べ
13・３
ポ
イ
ン
ト
、

前
年
度
と
比
べ
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。

　

県
内
市
町
の
実
質
公
債
費
比
率
の
平
均
値

は
10・８
％
で
す
の
で
、町
の
実
質
公
債
費
比

率
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
将
来
負
担
比
率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
将
来
負
担
比
率
と
は
、
将
来
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担

額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　

将
来
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的

な
負
担
額
は
、次
の
も
の
な
ど
の
合
計
で
す
。

・
町
債（
借
金
）の
残
高

・
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
ご
み

処
理
・
消
防
の
一
部
事
務
組
合
の
借
金
の
返

済
に
充
て
る
一
般
会
計
の
負
担
見
込
額

・
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て

い
る
借
金
な
ど
が
将
来
、
町
財
政
を
圧
迫
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
前
町
の
将
来
負
担
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
25
年
度
決

算
で
は
34・０
％
と
な
り
、
平
成
19
年

度
と
比
べ
１
１
７
・
４
ポ
イ
ン
ト
、
前
年
度

と
比
べ
22・６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

県
内
市
町
の
将
来
負
担
比
率
の
平
均
値
は

50・０
％
で
す
の
で
、町
の
将
来
負
担
比
率
は

県
内
市
町
平
均
値
よ
り
良
好
と
な
り
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率

（％）（％） 【実質公債費比率の推移】

13.3ポイント
改善

0

6

12

18

24

30

24.224.2
22.522.5

19.719.7

16.416.4
14.014.0

12.712.7 11.811.8

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

11.511.5

24.8

14.414.4 15.215.2
13.813.8 13.913.9 13.513.5 12.812.8 12.112.1 11.311.3 10.810.8

越前町
県内市町平均

わ
た
し
た
ち

わ
た
し
た
ち
のの
ま
ち
ま
ち
のの
財
政
状
況

財
政
状
況

Ｑ
資
金
不
足
比
率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
資
金
不
足
比
率
と
は
、
上
下
水
道
・

病
院
の
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
料

金
収
入
に
対
す
る
手
持
ち
資
金
の
不
足
額
の

割
合
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
経
営
の
健
全
性

が
低
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
前
町
の
資
金
不
足
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
平
成
25
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
公

営
企
業
会
計
で
資
金
不
足
額
が
な

か
っ
た
の
で
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ

ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率

（％）（％） 【将来負担比率の推移】

30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160 151.4151.4

140.5140.5

123.1123.1

95.295.2
81.281.2

56.656.6

119.2119.2

102.5102.5
92.592.5

75.175.1
66.366.3

56.256.2
50.050.0

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

越前町
県内市町平均

県内市町
平均値より
良好

34.034.0

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算
平
成
26
年
度

9
月
補
正
予
算

※特別会計の補正額の内訳… 介護保険事業特別会計557万9千円、簡易水道事業特別会計484万9千円
 公共下水道事業特別会計2,314万円、集落排水事業特別会計253万8千円

※事業会計の補正額の内訳… 上水道事業会計590万円

会　　計 補正前予算額 補　正　額 補正後予算額

一般会計 125億6,844万2千円 9,156万8千円 126億6,001万円

特別会計 67億6,188万7千円 3,610万6千円 67億9,799万3千円

事業会計 12億7,822万3千円 590万円 12億8,412万3千円

合　　計 206億855万2千円 1億3,357万4千円 207億4,212万6千円

◆
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
・

朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

旧
朝
日
中
学
校
の
跡
地
に
朝
日
中
央
保
育

所
と
朝
日
北
保
育
所
の
統
合
保
育
所
を
建
設

す
る
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

朝
日
児
童
館
も
同
跡
地
に
移
転
し
、学
童

保
育
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

◆
観
光
客
の
誘
客
促
進

　

道
の
駅「
越
前
」の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、

町
の
観
光
施
設
や
特
産
物
な
ど
の
魅
力
を
紹

介
す
る
Ｐ
Ｒ
番
組
を
制
作
し
放
送
し
ま
す
。

◆
多
世
帯
同
居
の
推
進

　

多
世
帯
同
居
に
つ
な
が
る
持
家
住
宅
の
間

取
変
更
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、設
備
増
設
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
に
対
し
、2
分
の
1

の
補
助
金（
限
度
額
40
万
円
）を
交
付
し
ま
す
。

◆
越
前
焼
の
活
性
化

・
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る

越
前
漆
器
、越
前
和
紙
、越
前
打
刃
物
、越
前

焼
、越
前
箪
笥
の
各
産
地
組
合
と
県
、鯖
江

市
、越
前
市
、越
前
町
が
連
携
し
、伝
統
産
業

の
振
興
を
図
る「
越
前
も
の
づ
く
り
の
里
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

 

こ
の
協
議
会
で
は
、伝
統
工
芸
職
人
塾
の

開
設
に
よ
る
職
人
の
育
成
や
見
学
可
能
な

工
房
の
案
内
板
の
設
置
な
ど
に
よ
る
販
路

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
越
前
陶
芸
公
園
内
の
陶
房
を
解
体
し
、県

が
行
う
古
民
家
を
活
用
し
た
越
前
古
窯
拠

点
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、用
地
を
整
備

し
ま
す
。

◆
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
推
進

　

落
石
な
ど
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

越
前
地
区（
梅
浦
地
係
）急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
に
お
い
て
、急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

を
行
い
ま
す
。

◆
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備

　

拠
点
避
難
施
設
で
あ
る
朝
日
中
学
校
に
、

消
防
水
防
倉
庫
を
兼
ね
備
え
た
防
災
備
蓄
倉

庫
を
整
備
し
ま
す
。

◆
予
防
接
種
の
推
進

　

10
月
1
日
か
ら
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
と
幼

児
の
水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）の
定
期
接
種
を
行

い
ま
す
。

　

対
象
者
、接
種
回
数
、接
種
費
用
、指
定
医

療
機
関
な
ど
は
、25
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

観
光
の
活
性
化

定
住
の
促
進

伝
統
産
業
の
振
興

災
害
の
予
防

防
災
・
救
急
体
制
の
充
実

保
健
事
業
の
促
進

統合する朝日中央保育所（上）
と朝日北保育所（下）

予　算　規　模

主　な　事　業

補
正
額
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業

会
計
を
合
わ
せ 

1
億
3
千
万
円

　

９
月
補
正
予
算
の
主
要
項
目
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

•
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
・
朝
日
児
童
セ
ン

タ
ー
の
整
備
促
進
に
よ
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実
」

•
越
前
も
の
づ
く
り
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
の
活
動
や
、
越
前
古
窯
拠
点
施
設
の

整
備
と
の
連
携
に
よ
る
「
伝
統
産
業
（
越

前
焼
）
の
振
興
」



T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん

広報えちぜん 8平成26年10月号9 広報えちぜん
平成26年10月号

越前町総合防災訓練

越前町土砂災害ハザードマップ

　8月31日、宮崎地区での地震を想定した越前町総合防災訓練が行われました。
　訓練では地域住民の避難訓練を実施したほか、緊急速報メールを利用した携帯電話へのメール配信、
防災行政無線による全国瞬時警報システム（J-ALERT）の放送訓練も行われました。
　訓練主会場では、地域住民による避難所運営に加え、AEDや担架などを活用した応急救護、バケ
ツリレーによる初期消火など本番さながらの訓練を行いました。
　今回の総合防災訓練を通じて、地域住民、自主防災組織ならびに関係機関などの防災体制の強化お
よび防災意識の高揚が図られました。

　土砂災害ハザードマップとは、大雨などにより土砂災害が発生するおそれのある危険箇所や避難所
を地図上に示したもので、平時は防災意識の啓発に、土砂災害が予想される場合や発生した場合には、
避難などに役立てるためのものです。
　ハザードマップは、町のホームページでご覧いただけます。

▲バケツリレーによる初期消火▲避難所運営訓練の様子

▲応急担架作成訓練の様子▲心肺蘇生訓練の様子 ▲越前消防団による一斉放水

▲居住スペース設置の様子

敬　老　会

　9月4日、5日の両日、内藤町長らが長寿者宅を訪問し、お祝いの記念品を贈りました。町長が
ますます元気で長生きしてくださいと声をかけると、皆さんは非常に若々しくはつらつとした様
子で、長寿の秘訣の話に花を咲かせていました。
　なお、堀ツヒさん（朝日）111歳が、福井県内で最高齢者となりました。

　9月15日、各地区で敬老会が開かれ、1,014人が参加しました。
　参加者は、各種団体のアトラクションを観ながら、楽しいひとときを過ごしました。
ご長寿の皆さんこれからも元気で、いきいきとお過ごしください。

百歳長寿者・米寿者を慶祝訪問
～今年、町内で百歳を迎える人は12人、米寿（88歳）を迎える人は、182人いらっしゃいました～

織田地区織田地区 朝日地区朝日地区

越前地区越前地区 宮崎地区宮崎地区

詳しくは、越前町役場ホームページで

http://www.town.echizen.fukui.jp

検　索土砂災害｜ 索

防災安全課  ☎34 ｰ 8721問合せ先

米寿を迎える間所一士さん（小曽原） 米寿を迎える姉﨑きくいさん（上戸）

おじいちゃん！おばあちゃん！いつまでも元気でいてください！！

食事をしながら、お話しを楽しんでいました

久しぶりの再会を喜んでいました

参加者の皆さんは、あたたかく見守っておりました
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8
月
2
日
・
3
日
、

宮
城
県
利
府
町
の
セ
キ

ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た

大
会
に
日
本
空
手
協
会

足
羽
支
部
に
所
属
す
る

吉
田
有
我
さ
ん
（
常
磐

小
学
校
6
年
）
が
福
井
県
代
表
と
し
て
団
体
戦
の
小
学
高
学

年
男
子
形
・
組
手
、
個
人
戦
の
小
学
6
年
男
子
形
・
組
手
の

4
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
47
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ

た
小
・
中
学
生
約
２
，８
０
０
人
が
参
加
し
、
吉
田
さ
ん
は

１
４
３
人
が
出
場
し
た
個
人
戦
小
学
6
年
男
子
形
の
部
で

5
位
入
賞
（
敢
闘
賞
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
杯
第
57
回
小
・
中
学
生

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

　

9
月
10
日
、（
一
社
）
丹
南
建
設

開
発
機
構
丹
生
支
部
（
森
下
定

信
支
部
長
）
の
皆
さ
ん
40
人
が
、

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作

戦
」
の
実
施
期
間
に
合
わ
せ
て
、

役
場
周
辺
の
交
差
点
の
ブ
ロ
ッ

ク
塗
装
と
宮
崎
小
学
校
の
法
面

の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
の
も
と
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な

が
ら
丁
寧
に
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作
戦

平
成
30
年「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」に
向
け
て

　

8
月
27
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
第
73
回
国
民

体
育
大
会
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
越
前
町
準
備
委
員

会
設
立
発
起
人
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
準
備
委
員
会
は
、
平
成
30
年
に
開
か
れ
る
福
井
国
体

に
お
い
て
本
町
で
行
わ

れ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の

円
滑
な
運
営
と
、
国
体

の
開
催
を
通
じ
て
地
域

資
源
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
や
町
民
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
で
町
が
推
し
進
め
る

「
人
と
技　

海
土
里　

織
り
な
す　

快
適
な
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
準
備
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

中橋優香さん（四ヶ浦小6年）
第11回全国小学生学年別柔道大会　準優勝！！

　8月17日、岩手県盛岡市のアイスアリーナで第11回全国小学生学年別柔道大会が開かれ、實心館仲保道
場の中橋優香さん（四ヶ浦小6年）が小学6年生女子45キログラム以下級に福井県代表として出場し、み
ごと準優勝に輝きました。
　1回戦から全国の都道府県を代表する強豪を相手に苦戦を強いられ
ながらも、得意の内股や大外刈りで優勢勝ちで決勝へ勝ち進みました。
　決勝では、昨年度小学5年生女子45キログラム以下級で3位の経験
を持つ選手と戦い、前半に指導を奪うも、その直後の一瞬の気の緩ん
だすきをつかれ、一本で敗れ準優勝となりました。
　8月26日、内藤町長に準優勝を報告した中橋さんは、試合の感想
を読みあげました。

　

今
回
の
全
国
大
会
に
出
場

す
る
前
に
、
昨
年
も
5
年
生

女
子
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

柔
道
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
言
う
、
だ
れ
が
優
勝
候

補
か
と
か
、
有
力
選
手
の
情
報
が
出
て
い
て
、
そ

の
時
の
私
は
、優
勝
候
補
に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
、
そ
れ
を
見
て
嬉
し
く
な
り
、
ま
た

私
は
強
い
と
い
う
か
ん
ち
が
い
も
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
時
の
結
果
は
1
回
戦
負
け
。
試
合
で
負
け

た
の
も
当
然
悔
し
い
で
す
が
、
自
分
の
甘
さ
に
負

け
た
の
だ
と
、
情
け
な
さ
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
6
年
生
女
子
の
部
に
出
場
で
き
、
必
ず

前
回
の
悔
し
さ
を
消
し
て
や
る
と
必
死
に
練
習
し

ま
し
た
。

（
〜
中
略
〜
）

　

大
会
当
日
、
6
年
生
女
子
軽
量
級
の
人
た
ち
を

見
て
、
同
じ
考
え
の
人
た
ち
が
48
人
い
ま
し
た
。

気
持
ち
が
弱
い
も
の
が
負
け
る
。
絶
対
に
下
に
下

が
ら
ず
必
死
に
前
に
出
よ
う
と
思
い
戦
い
ま
し
た
。

（
〜
中
略
〜
）

　

決
勝
で
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
集
中
を
解
い
た
時

に
技
を
打
た
れ
て
た
お
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ

ん
の
す
こ
し
の
気
の
ゆ
る
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
、
前
回
の
大
会
と
今
回
の
大
会

で
大
変
勉
強
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
が
ん
ば

り
や
、
努
力
で
、
人
は
強
く
な
れ
る
の
だ
と
思
っ

た
事
と
、
周
囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
私
は
生
き

て
い
る
と
感
謝
の
心
も
勉
強
し
ま
し
た
。
こ
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試
合
の
感
想

　

8
月
28
日
、
夏
の
全
国
大

会
で
入
賞
し
た
、
朝
日
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男

子
、
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
男
子
、
朝
日
中
学

校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
報

告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
内
藤
町
長

に
大
会
の
成
績
が
報
告
さ

れ
、
各
主
将
が
大
会
の
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
内
藤
町
長
は
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
各
選

手
・
監
督
を
労
い
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

　

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

男
子　

準
優
勝

　

常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

男
子　

第
3
位

全
国
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

　

朝
日
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部　

優
勝

夏
の
全
国
大
会
入
賞
報
告
会

▲朝日ホッケースポーツ少年団男子の皆さん

▲常磐ホッケースポーツ少年団男子の皆さん

6位に入賞したビックラブの皆さん

▲朝日中学校女子ホッケー部の皆さん

　

8
月
23
日
、
越
前
町
営
朝
日
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
た
大
会
に
、
町
内
外

か
ら
35
チ
ー
ム
、
２
２
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
と
お
し

て
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

Ｍ
Ｇ
Ｋ
２
３
（
美
浜
町
）

準
優
勝　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
（
坂
井
市
）

第
3
位　

殿
上
ク
ラ
ブ
（
鯖
江
市
）

第
6
位　

ビ
ッ
ク
ラ
ブ
（
越
前
町
）

　

8
月
24
日
、
宮
崎
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
大
会
に
、
町
内
外
か
ら
54

組
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

1
部　

優
勝　

大
坪 

正
明
、
大
川 

修
明
（
大
坪
整
骨
院･

ケ
セ
ラ
セ
ラ
）

　

2
部　

優
勝　

前
田 

憲
宏
、
相
良 

武
宏
（
オ
レ
ク
ロ
）

　

3
部　

優
勝　

揚
原 

大
輔
、
山
下 

一
弥
（
丹
南
高
校
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

1
部　

優
勝　
橋
本
枝
理
子
、
籔
内 

智
海
（
き
ら
ら
ん
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ･

宮
崎
）

　

2
部　

優
勝　

丹
尾 　

心
、
片
山 

瑞
季
（
社
中
）

　

3
部　

優
勝　

山
本 

涼
夏
、
柳
川 

幸
咲
（
丹
南
高
校･

今
立
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス

　

1
部　

優
勝　

大
川 

修
明
、
藤
井 

理
恵
（
ケ
セ
ラ
セ
ラ･

あ
く
て
ぃ
ぶ
）

　

2
部　

優
勝　

前
田 

憲
宏
、
清
原 

規
子
（
オ
レ
ク
ロ
）

　

3
部　

優
勝　

若
狭 

貴
慎
、
西
脇 

陽
子
（
ふ
く
ち
ゃ
ん
倶
楽
部
）

第
22
回
越
前
陶
芸
村
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

越
前
町
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

準優勝に輝いた中橋さん（左から2番目）
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9
月
21
日
、
越
前
町
小
倉
の
泰
澄
の
杜
・
水
田
特
設
コ
ー

ト
で
「
第
8
回
越
前
町
朝
日
ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
２
０
１
４
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
中
学
生
以
上
の
大
人
の
部
に
56
チ
ー
ム
、
女
性

の
部
に
16
チ
ー
ム
、
小
学
生
対
象
の
子
ど
も
の
部
に
2
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
泥
ま
み
れ
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
中
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
宇

宙
人
の
仮
装
を
し
て
試
合
を

す
る
参
加
者
も
み
ら
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
当
日
参
加
で
き
る
宝

さ
が
し
で
は
、
豪
華
景
品
を

手
に
す
る
た
め
、
田
ん
ぼ
の

中
に
飛
び
込
む
姿
も
み
ら
れ
、

会
場
は
終
始
笑
顔
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

9
月
9
日
、樋
村
昌
宏
さ
ん
（
越
前
町
小
倉
）
の
水
田
で
、

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

に
献
納
す
る
米
の
「
抜
穂
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
は
、
毎
年
11
月
23
日
に
宮
中
三
殿
で
天
皇
陛
下
自

ら
が
歴
代
天
皇
の
前
に
豊
穣
の
喜
び
と

そ
の
報
告
を
行
う
も
の
で
、
米
と
粟
を

各
都
道
府
県
の
代
表
農
家
が
献
穀
し
て

い
ま
す
。

　

抜
穂
式
で
は
、
樋
村
さ
ん
を
は
じ
め
、

内
藤
町
長
、
刈か

り

女め

ら
12
人
が
、
黄
金
色

に
実
り
穂
が
垂
れ
た
稲
を
鎌
で
一
株
ず

つ
丁
寧
に
刈
り
取
り
、
は
さ
掛
け
を
し

ま
し
た
。
収
穫
し
た
稲
は
天
日
干
し
を

し
て
精
米
し
、
そ
の
う
ち
の
1
升
が
10

月
下
旬
に
宮
中
に
献
納
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度　

献
穀
田
抜ぬ

き

穂ほ

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

 　

8
月
24
日
、
子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
毎
年
、
越
前
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
町
長
と
の
交
流
を
目
的
に
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
町
内
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
30
人
が
内
藤
町

長
と
小
浜
方
面
へ
観

光
や
体
験
に
出
か
け

ま
し
た
。

　

遊
覧
船
で
の
蘇
洞

門
め
ぐ
り
で
は
、
奇

岩
や
洞
門
の
大
き
さ

の
感
動
を
一
緒
に
味

わ
い
、
写
真
を
撮
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち

は
町
長
と
和
や
か
な

と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
若
狭
塗

箸
け
ず
り
を
体
験
し

た
り
、
三
方
五
湖
レ

イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山

頂
公
園
よ
り
三
方
五

湖
と
日
本
海
の
景
色

も
眺
め
、
町
長
の
一

日
お
父
さ
ん
と
の
夏

休
み
の
楽
し
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た

　

9
月
10
日
、
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
と
「
災
害
時
に
お

け
る
生
活
物
資
の
供
給
協
力
等
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま

し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
は
、
自
然
災
害
な
ど
で
町
内
で
の
避
難
生

活
は
元
よ
り
、
原
子
力
災
害
時
に
お
い
て
町
外
で
の
広
域
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
支
援
も
含
ま
れ
、
県
民

生
協
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
、
必
要
な
食
料
品

や
日
用
雑
貨
な
ど
の
支
援
協

力
が
受
け
ら
れ
、
生
活
物
資

の
円
滑
な
供
給
を
図
る
こ
と

で
、
町
民
生
活
の
安
定
確
保

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
町
民
生
活
の
安
定
を
め
ざ
し
協
定
締
結協定書に署名する内藤町長

と竹生理事長

臨時福祉給付金とは？
　平成26年4月から消費税が8％へ引き上
げられたことにより、所得の低い皆さんへ
の負担の影響を考慮し、暫定的・臨時的な措
置として支給するものです。対象者には7月
下旬に申請書をお送りしています。

支給対象者
　平成26年度分の市町村民税（均等割）が
課税されない人を対象とします。ただし、自
身を扶養している人が課税される人、生活保
護を受けている人は対象外となります。

支給額
　対象者1人につき　10,000円
※公的年金（基礎年金など）や児童扶養手
当、特別障害者手当などを受給されてい
る人には5,000円が加算されます。

申請締切
　11月4日（火）締切
※申請書を紛失された人、対象になると思
われるのに申請書が届いていない人はお
問合せください。

問合せ先　社会福祉支援室　☎34‒8724

子育て世帯臨時特例給付金とは？
　平成26年4月から消費税率が8％へ引き
上げられたことにより、子育て世帯の家計
への負担を減らし、消費の下支えを図るた
めに、臨時的な給付措置として支給するも
のです。対象者には7月下旬に申請書をお送
りしています。
支給対象者
　平成26年1月分の児童手当の受給者で
あって、平成25年の所得が児童手当の所
得制限限度額に満たない人を対象とします。
ただし、臨時福祉給付金の対象者となって
いる児童、生活保護の被保護者となってい
る児童は対象外となります。
支給額
　対象児童1人につき　10,000円
公務員の人
　平成26年1月1日時点で住民票のある市
町村から支給されます。勤務先から配布さ
れる「申請書」および「児童手当（特例給付）
受給状況証明書」により期間内に申請して
ください。
申請締切
　11月4日（火）締切
※申請書を紛失された人、対象になると思
われるのに申請書が届いていない人はお
問合せください。

問合せ先　子育て支援課　☎34‒8725

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念　

第
8
回
越
前
町
ど
ろ
ん

こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

9
月
21
日
、
越
前
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
で
、

「
い
と
う
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
地
元
の
皆

さ
ん
が
2
か
月
か
け
て
作
っ

た
、
約
3
万
個
の
ろ
う
そ
く
で

か
た
ど
っ
た
泰
澄
大
師
の
姿

が
浮
か
び
上
が
る
と
、
会
場

で
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

い
と
う
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

9
月
20
日
・
21
日
の
両
日
、
越
前
町
厨
漁
港
広
場
で
「
越

前
さ
か
な
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の「
漁
師
に
な
ろ
う
体
験
」で
は
、魚
の
つ
か
み
取
り

体
験
や
、
漁
船
乗
船
体
験
な
ど
、
魚
や
海
を
体
感
で
き
る
体

験
企
画
に
来
場
者
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
か
ら
解
禁
と
な
っ
た
底
曳
き
網
漁
を
Ｐ
Ｒ
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
漁
の
紹
介
や
、
越
前

ガ
レ
イ
の
試
食
会
な
ど
、
来
場
者
に
底
曳
き
網
漁
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
、
旬
の
特
産
品

を
揃
え
た
即
売
ブ
ー
ス
や
、
グ
ル
メ
屋
台
な
ど
が
あ
り
、
県

内
外
か
ら
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

越
前
さ
か
な
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

◀漁船乗船体験に
　出発

新鮮な魚介類を▶
揃えた即売ブース　

給付金の申請はお済みですか？
納付金を受け取るためには、必ず申請が必要です。締切日が迫っています。申請をお忘れなく！！
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平
成
27
年
度
に
保
育
所
へ
入
所
予
定
の
児
童
の
申
込
み
受

付
を
行
い
ま
す
。

　

入
所
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
が
定
員
に
達
し
た
場
合
、
ま
た

は
同
じ
保
育
年
齢
の
入
所
希
望
者
が
多
数
と
な
り
、
予
定
し

て
い
る
保
育
室
に
余
裕
が
な
い
と
き
は
第
2
希
望
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
兄
弟
姉
妹
で
も
同
じ
保
育
所
に
入

所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

他
市
町
の
保
育
所
を
希
望
す
る
場
合
も
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

年
度
当
初
（
4
月
）
か
ら
の
入
所
で
は
な
く
、
年
度
途
中

に
入
所
を
希
望
す
る
場
合
も
今
回
の
受
付
期
間
内
に
入
所
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間
お
よ
び
配
布
場
所

　

10
月
10
日（
金
）〜

子
育
て
支
援
課

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

受
付
期
間

　

10
月
21
日（
火
）〜
11
月
4
日（
火
） （
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

提
出
場
所  　

　

新
規
入
所 

子
育
て
支
援
課

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
今
の
保
育
所
か
ら
別
の
保
育
所
に
転
園
を
希
望
す
る

人
も
新
規
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

継
続
入
所 

各
保
育
所

問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

平
成
27
年
度
保
育
所
入
所
の
申
込
受
付

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
（
国
や
県
、
町
の
仕
事
）

に
対
す
る
意
見
や
苦
情
、
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相

談
委
員
が
皆
さ
ん
と
行
政
の
間
に
た
ち
、
公
正
・
中
立
な
立

場
か
ら
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
朝
日
・
宮
崎
地
区
】

　

日　

時　

10
月
14
日（
火
）　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

　

場　

所　

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
田
中
）

　

行
政
相
談
委
員　

古
川　

英
彦
さ
ん　

☎
３
２‒

２
３
４
３

【
越
前
・
織
田
地
区
】

　

日　

時　

10
月
28
日（
火
）　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

　

場　

所　

越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
梅
浦
）

　

行
政
相
談
委
員　

濵
野　

仁
史
さ
ん　

☎
３
７‒

２
０
６
０

　

福
井
県
は
、
全
国
ト
ッ
プ
の
ク
ル
マ
依
存
社
会
で
す
。

　

ク
ル
マ
に
過
度
に
依
存
し
た
生
活
は
、
地
球
温
暖
化
の
進

行
や
、
公
共
交
通
機
関
の
衰
退
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ク
ル
マ
の
代
わ
り
に
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
し

た
り
、
徒
歩
で
移
動
す
る
カ
ー
・
セ
ー
ブ

運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
先

　

ク
ル
マ
に
頼
り
過
ぎ
な
い
社
会
づ
く

り
推
進
県
民
会
議

　
（
事
務
局
：
福
井
県
総
合
政
策
部
交
通

ま
ち
づ
く
り
課
）

　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
２
９
１

10
月
20
日（
月
）〜
26
日（
日
）は

『
行
政
相
談
週
間
』で
す

10
月
は
ク
ル
マ
に
頼
り
過
ぎ
な
い

社
会
づ
く
り
推
進
月
間
で
す
！

　

町
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
の

追
悼
お
よ
び
次
の
世
代
へ
の
平
和
社
会
の
継
承
を
目
的
と
し

「
越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
」
を
行
い
ま
す
。

日　
　

時　

10
月
22
日（
水
）　

午
後
1
時
30
分

場　
　

所　

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
２
４

平
成
26
年
度
越
前
町
戦
没
者

追
悼
式
の
お
知
ら
せ

　

農
地
は
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
耕
作
を

放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、
周
囲
の
優
良
な
農
地
に
迷
惑
を

か
け
る
ば
か
り
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄
の
誘
発
や
枯
草
火

災
を
招
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
防
ぐ

に
は
、
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
農
地
を
管
理
す
る
意
識
を

持
ち
、
日
頃
か
ら
農
地
が
荒
れ
な
い
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
本
年
度
も
農
業
委
員
が
農
地
を
見
回

り
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
を
調
査
し
ま
す
。
草
刈
り

な
ど
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４‒

８
７
０
４

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

交
通
安
全
協
会

で
は
運
転
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
を

対
象
に
、
交
通
事

故
防
止
と
運
転
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
の
申

請
を
す
る
場
合
に
は
、
5
年
間

で
3
回
以
上
（
1
年
に
1
回
）

の
受
講
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

鯖
江
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　

☎
５
２‒

８
０
４
０

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
よ
う
！

地区 開　催　日 時　　間 場　　所

朝日
10月15日（水）19：00～ 20：30 越前町生涯学習

センター糸生分館
10月16日（木）19：00～ 20：30 朝寿殿

宮崎 10月22日（水）18：30～ 20：00 宮崎コミュニティ
センター

織田 10月23日（木）19：00～ 20：30 サンライズ織田

　

こ
れ
ま
で
不
燃
ご
み
と
し
て
処
理
さ

れ
て
い
た
小
型
家
電
に
は
、
金
や
銀
な

ど
の
貴
金
属
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
貴
重

な
資
源
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

越
前
町
で
は
こ
れ
ら
の
有
用
金
属
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、「
使
用
済
小

型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
10
月
1

日
よ
り
、
町
内
の
5
か
所
に
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク

ス
な
ど
を
設
置
し
、
使
用
済
と
な
っ
た
小
型
家
電
の
分
別
回

収
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

廃
棄
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
も
の
や
廃
棄
で
き
ず
に
家
庭

で
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
回
収
の
対
象
と
な
る
小
型
家
電
の
例
〉

　

携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
携
帯

ゲ
ー
ム
機
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
携
帯
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

電
子
辞
書
・
手
帳
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
携
帯
映
像
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
電
卓
、
リ
モ
コ
ン

回
収
場
所
、
受
付
時
間

・
越
前
町
役
場（
開
庁
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

・
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時
）

・
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー　

ヤ
マ
キ
シ　

朝
日
店

　
（
年
中
無
休
午
前
7
時
〜
午
後
10
時
）

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〜
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、
空
き
家
を
利
用
し
た
い
方
か
ら

　

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
〜

　
「（
一
社
）
福
井
県
不
動
産
の
れ
ん
会
」
は
、
空
き
家
の
適

正
管
理
や
活
用
（
賃
貸･

売
買
）
も
し
く
は
解
体
に
至
る
ま

で
様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
『
空
き
家
相
談
総
合
窓
口
』
を

平
成
26
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
は
、
も
と
も
と
所
有
者
の
人
が
住
ん
で
い
た
大
事

な
「
我
が
家
」
で
あ
り
「
資
産
」
で
す
。
何
か
事
情
が
有
っ

て
住
ま
な
く
な
っ
た
こ
の
「
資
産
」
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
し
て
い
く
と
良
い
か
、
ど
う
管
理
し
て
い
く

か
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
相
談
は
無
料
で

す
。

　
「
無
料
出
張
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

11
月
8
日（
土
）　

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

　
　

福
井
市
大
和
田
町
「
エ
ル
パ
」　

1
階
西
入
口
近
く

　

11
月
15
日（
土
）　

午
前 

11
時
〜
午
後
4
時

　
　
敦
賀
市
中
央
町
1
丁
目
「
ア
ピ
タ
敦
賀
店
」　

1
階
東
入
口
近
く

問
合
せ
先

　
「
の
れ
ん
会
空
き
家
管
理
セ
ン
タ
ー
」

　
　

福
井
市
御
幸
4
丁
目
12‒

15

　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

５
１
５
１

　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　
　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時
（
土
日
祝
休
み
）

　

メ
ー
ル　

norenkai@
arrow

.ocn.ne.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 http://w
w
w
.norenkai.or.jp/akiya/

空
き
家
相
談　

総
合
窓
口
開
設

　

ふ
く
い
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
は
、
新
入
社
員
の
職
場
定
着
と

早
期
戦
力
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
中
小
企
業
の
人

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
入
社
員
の
主
体
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
伸
ば

し
、
ま
た
個
々
の
悩
み
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

職
場
で
最
大
限
努
力
す
る
姿
勢
を
養
い
ま
す
。

☆
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」
☆

　

日　
　

時　

10
月
24
日（
金
）

　

場　
　

所　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井

　

受
講
対
象　

入
社
半
年
〜
1
年
前
後
の
新
入
社
員
の
人

　

内　
　

容　

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

・
交
流
会
と
個
別
相
談

　

申
込
先　

ふ
く
い
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

３
２‒

４
５
６
０

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６‒

３
２‒

４
５
５
５

ふ
く
い
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ『
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

応
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
』を
開
催
し
ま
す
。
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越前町の友好都市、愛知県西尾市を訪問してみませんか？
　愛知県西尾市と越前町とは、江戸時代に三河国西尾藩の陣屋が越前町天王区に置かれていた史実が縁で、
平成8年から相互訪問が始まり、平成12年に旧朝日町と友好都市提携が結ばれ、町村合併後には災害援助
協定も結ばれています。現在も、相互訪問やスポーツ交流など活発な交流が行われています。
　朝日西尾友好の会では、こういった交流や活動を積極的に広げようと、昨年に引き続き、愛知県西尾市へ
のバスツアーを企画しています。今年は、記念植樹や西尾藩松平家墓所の「盛厳寺」への参拝を行った後、
1泊する予定です。ご夫婦、ご友人同士お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

日　　　時　平成26年10月19日（日）～20日（月）　1泊2日

日程（予定）　【1日目】越前町役場　発（7：05）→西尾市　着、記念植樹（10：30）
　　　　　　　　　　 →盛厳寺（11：10）→昼食→メロン農園（16：00）→伊良湖畔
　　　　　　【2日目】伊良湖畔（9：00）→伊勢神宮参拝（11：30）昼食→外宮参拝等
　　　　　　　　　　 →越前町役場着（19：45）

定　　　員　30人（定員になり次第締め切らせて頂きます。
　　　　　　10月10日（金）までにお申し込みください。）

参　加　費　1人19,000円（当日集金します。）

申込・問合せ先　朝日西尾友好の会
　　　　　　　　事務局　城戸　　洋（☎34‒0297）
　　　　　　　　会　長　城戸　信彌（☎34‒1203）

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～
　　織田地域コミュニティ運営委員会

おたまつり実行委員会（織田地域コミュニティ運営委員会）　☎36-1111問合せ先

　織田地域の伝統文化の継承と住民総参加の賑わいづくりをテーマに
開催する「おたまつり」に、ぜひお越しください。

〜
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

11日（土） 午後6時～ ダンスパフォーマンス、バンド演奏
12日（日） 午前8時～ ふれ太鼓
 午後2時～ だいずり巡行
 午後3時30分～ 地区内3保育園演奏
 午後5時30分～ だいずり響宴
 午後7時～ やんしき、織田音頭
 午後8時～ 富くじ

※12日（日）が雨天の場合は、会場が町営織田体育館になり、日程も一部変更になります。

従　　来
○地区巡回ルート
　【定時運行】
　・朝日地区巡回ルート：1・5便
　・宮崎地区巡回ルート：2・5便
　【電話予約型の定時運行】
　・朝日地区巡回ルート：2・3・4・6便
　・宮崎地区巡回ルート：1・3・4・6便

○乗合ルート
　【電話予約型の定時区域運行】
　・朝日地区乗合ルート：1～ 4便
　・越前地区乗合ルート：1～ 3便
　・織田地区乗合ルート：1～ 4便

　皆さんが便利で快適にコミュニティバスを利用できるよう、10月6日（月）から運行方式と運行時刻の一部
を変更します。主な変更点は次のとおりです。

変更点
1

変更点
2

各地区巡回ルートの利用者が多いデマンド・乗合ルートの一部区間を定時運行に変更

朝日・宮崎・越前・織田地区巡回ルートの土曜日運行の廃止

地区巡回ルートの利用者が多いデマンド便を電話予約型運行から定時運行に変更。
乗合ルートの利用者が多い区間を電話予約型運行から定時運行に変更。

○平成23年6月から土曜日の環状ルートと4地区の巡回ルートを、朝1便、昼1便運行していました。
　しかし、著しく利用者が少ないため各地区巡回ルートの土曜日の運行を廃止とします。
　※土曜日の環状ルートは現行のとおり運行します。

※予約は前日の午後5時までにお願いします。
　（予約受付時間　午前9時～午後5時まで）

変　更　後
○地区巡回ルート
　【定時運行】
　・朝日地区巡回ルート：1・2・3・5便
　・宮崎地区巡回ルート：2・3・4・5・6便
　【電話予約型の定時運行】
　※電話予約した場合のみ運行します。（平日：月～金）
　・朝日地区巡回ルート：4・6便
　・宮崎地区巡回ルート：1便
○乗合ルート
　【定時定路線運行（一部区間）】
　※電話予約がなくても下記区間は運行します。
　・朝日地区乗合（運行日：月・水・木）
　　1・4便の泰澄の杜 ⇔ 上糸生方面 ⇔ 泰澄の杜間
　・越前地区乗合（運行日：月・水・金）
　　1～ 3便のなぎさの湯 ⇔ 玉川、血ケ平方面 ⇔
　　なぎさの湯間
　・織田地区乗合（運行日：火・木）
　　1・4便のすべての区間（入尾、笈松方面）

まちづくり課 ☎34 ｰ 8714　予約センター ☎34 ｰ 2222問合せ先

10月6日（月）10月6日（月）からからコミュニティバスコミュニティバスのの
運行方式および運行時刻の一部が変更になります運行方式および運行時刻の一部が変更になります

　おおたた
　  ま　  まつつりり
日　時

場　所

10月11日（土）
12日（日）

劔神社境内

愛知県

西尾市

問合せ先　丹南ケーブルテレビ 地域貢献企画室　☎51-0101
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至 織田

至 宮崎

天王川
織田浄化
センター

消防署
丹生分署

駐車場Ｐ

国
道
３
６
５
号
線

最寄りの消防署問合せ先

鯖江・丹生消防組合 ※丹生分署　　☎３６－０１１９
 ※朝日分遣所　☎３４－０１１９
 ※越前分遣所　☎３７－０１１９

鯖江・丹生消防ホームページ
http://www.fd-sabaenyu.jp/問合せ先

　  消防団員の勇姿をご覧ください！　  消防団員の勇姿をご覧ください！
　朝日・織田・越前・宮崎地区の消防団員が一堂に会し、消防操法大会が
開催されます。
　団員は災害に強い町をめざし町民の皆さんの生命・財産を守るため連
日厳しい訓練に励んでいます。その堂々たる勇姿をぜひご覧ください。

　災害時に、住民の避難誘導や被災者の救出・
救助などを行う消防団員。
　消防団に入団して、地域の安心・安全を守る
ために力を発揮しませんか。

開 会 式　午前7時30分～
操法開始　午前7時50分～

10月5日（日）

越前町下河原２５‒１３‒１
鯖江・丹生消防組合消防署
丹生分署
※駐車場は織田浄化センター
をご利用ください。

 （係員が誘導します）

日　時

場　所

☆消防団員募集☆☆消防団員募集☆

国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34 ｰ 8713問合せ先

平成26年度 工事等発注一覧（250万円以上） 8月16日～9月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成26年度頭谷川河川改修工事 6,037,200 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成25年度（繰）町道福井線道路改良工事（その２） 4,201,200 円 ㈱森下組 建 設 課

平成26年度町道玉川血ヶ平線道路改良工事 3,888,000 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成26年度町道樫津久長１号線道路改良工事（その２） 2,808,000 円 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成26年度玉川地区導・送水管布設替工事 2,268,000 円 岬建設㈱ 上下水道課

平成26年度農山漁村活性化プロジェクト支援交付金平等地区第１号工事 18,036,000 円 オタ建設㈱ 農林水産課

平成26年度林道越前西部３号線法面保全工事 5,616,000 円 オタ建設㈱ 農林水産課

平成26年度栃川地区農道舗装工事 2,397,600 円 ㈱森下組 農林水産課

平成26年度道の駅越前整備工事（その３） 4,849,200 円 ㈱大生 商工観光課

平成26年度道の駅越前整備工事（その４） 9,720,000 円 ㈱大生 商工観光課

Vol. 101

　

日
野
川
源
流
に
建
設
さ
れ
た

水
源
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
水
の
大
切
さ

を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　

10
月
18
日（
土
）

集
合
場
所

　

越
前
町
役
場
正
面
玄
関
前

日　
　

程

　

役
場　

午
前
9
時
集
合

　
　
　
　

午
前
9
時
10
分
出
発

役
場
↓
桝
谷
ダ
ム
↓
八
乙
女
頭
首
工
↓
日
野
川
水

道
管
理
事
務
所
↓
役
場

　

解
散　

午
後
4
時
頃
予
定

募
集
人
員　

10
人

参
加
料　

無
料

申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
8
日（
水
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
定
人
員
を
超
え
た
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

昼
食
・
雨
具
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
上
下
水
道
課  

☎
３
４ｰ

８
７
０
７  

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
４ｰ

１
２
３
６

　

E-m
ail:suidou@

tow
n.echizen.lg.jp

桝
谷
ダ
ム
・
八
乙
女
頭
首
工
見
学
会

♪第22回ほほえみ交流招聘事業♪

♪異文化理解講座「第2回フランス編」♪

　9月21日から29日の間、タイのカセサート大学附属小学校か
ら小学生5人と引率の先生1人が子どもたちとの交流のため、越
前町を訪れました。
　22日には役場を訪れて、内藤町長を表敬訪問し、今回の交流の
中で「日本語を学びたい」と、授業参加や生活体験への意気込みを
語りました。
　平成2年にこの交流事業を始めた糸生小学校では、全校児童で
歓迎式が行われ、練習したカセサート校の校歌を歌って歓迎し、
留学生は日本語で自己紹介をしました。また、この日実施された
防災給食も一緒に食べるなど、大変友好的な雰囲気でした。子どもたちはお互いの言葉が通じないながら
も、一緒に活動する中で身振り手振りを使ってコミュニケーションをとることができたようです。
　期間中、留学生は越前町内でホームステイをしながら、常磐小学校と宮崎小学校の授業にも参加したり、
町内外の施設を訪問する予定です。

　昨年に引き続き、今年もフランス出身のデビニュー・ニコラさ
んを講師に迎えた講座を開きました。ニコラさんは、写真やビ
デオなどでフランスの古いお城の様式や美しい自然の様子を示
しながら、フランスの文化や歴史について紹介しました。
　また最終日には、フランス風ピザやフレンチトーストなど簡
単なフランス料理を作り、受講者はフランスの食文化について
も理解を深めました。

糸生小学校での歓迎式
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越前町合併10周年記念越前町合併10周年記念

越前まるごと元気フェア 越前まるごと元気フェア ～食と技と絆の祭典～～食と技と絆の祭典～
10月18日（土）、19日（日）の2日間、越前陶芸村で「越前まるごと元気フェア」を開催します。10月18日（土）、19日（日）の2日間、越前陶芸村で「越前まるごと元気フェア」を開催します。

イベントスケジュール

9：30～ オープニングセレモニー
明神ばやし太鼓
マリンバ演奏

 10：15～ 越前町4地区中学校合同吹奏楽バンド

 11：30～ 新メニュー決定戦（新メニュー発表会）
  ゲスト：森崎友紀（料理研究家・タレント）

 14：00～ マグロ解体ショー

 13：30～ 吉本新喜劇特別公演（第1回公演）
座長：川畑泰史
出演：池乃めだか、Mr. オクレ他

 15：00～ 新メニュー決定戦表彰式

 16：00～ 吉本新喜劇特別公演（第2回公演）
  ※吉本新喜劇観覧には入場整理券が必要です。

10月18日（土）  10：00～ 16：00
10月19日（日）  10：00～ 18：00

企業展示コーナー、物産展示販売コーナー、
体験コーナー、キッズコーナー、
グルメコーナー、恒例の越前町商工祭
大抽選会など楽しい企画をご用意しています。

10月18日（土）

10月19日（日）

ご来場お待ち
しています。

越前まるごと元気フェア実行委員会（越前町役場商工観光課内）  ☎34 ｰ 8720問合せ先

越前陶芸村秋季茶会のご案内
　恒例の秋季茶会を下記のとおり開催いたしますの
で、ご家族、ご友人お誘い合わせのうえ、ぜひお越
しください。

日　　時　10月19日（日）
　　　　　午前10時から午後4時まで

場　　所　越前陶芸村（越前町小曽原）
　　　　　※雨天決行

内　　容　丹南6社中による茶会、
　　　　　お茶券は2席600円（当日会場で販売）

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

越前町合併10周年記念越前町合併10周年記念

NHK「上方演芸会」公開録音  観覧者募集NHK「上方演芸会」公開録音  観覧者募集
日　時

場　所

観覧応募方法（締め切り：10月22日（水）必着）

11月14日（金）11月14日（金）
午後6時開場　午後6時30分開演（午後8時終演予定）午後6時開場　午後6時30分開演（午後8時終演予定）

越前陶芸村文化交流会館越前陶芸村文化交流会館

WヤングWヤング

ティーアップティーアップ

平和ラッパ・梅乃ハッパ平和ラッパ・梅乃ハッパ

チキチキジョニーチキチキジョニー

　観覧を希望する人は、郵便往復はがきを使用し、往信用裏面に「郵便番号、
住所、氏名、電話番号」を、返信用表面に「郵便番号、住所、氏名」をご記
入のうえ、お申し込みください。返信用裏面には、何も記入しないでください。

※1枚につき2人まで入場できる整理券をお送りしますが、応募多数の場合
は抽選を行います。（当選は1人様1枚です）

※ 満1歳以上のお子様から整理券が必要です。
※ インターネットオークションなどでの転売を目的とした応募は、固く禁じ
ます。

※ 応募に際し、必要事項に記入の不備があった場合は、無効となります。
※ 応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡のほか、受信料のお願いに
使用させていただくことがあります。

主　　催　NHK福井放送局　越前町
問合せ先　NHK福井放送局（☎0776‒28‒8850　平日 午前9時30分～午後6時）
　　　　　越 前 町 総 務 課（☎0778‒34‒8700　平日 午前8時30分～午後5時15分）

【あて先】  〒910－8680
　　　　  NHK福井放送局「上方演芸会」係

〒910-8680

NHK福井放送局
「上方演芸会」係

（返信用裏面）

何も記入しないで
ください

往信

郵便番号
住所
氏名

（往信用裏面）

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号

返信

出演者

入場無料
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10月10月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報越前陶芸村文化交流会館イベント情報
10月の休館日  6日・14日・20日・27日　　　　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

珈琲サロン「Self Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設）

入館無料

美味しい器展
日　　時：9月10日（水）～10月13日（月・祝）

もてなしの心を　より深く鮮やかに越前焼作家たちの土のかたち
「食欲の秋」、今の自分にぴったりな越前焼の「うつわ探し」しませんか？

常時100点以上ある越前焼作家のコーヒー
カップの中からお好きなカップを選んで珈琲
が楽しめるセルフカフェ
陶芸公園を眺めながら、ゆったり…のんびり…

陶芸村の黄色い

建物といえば

「
越
前
町
と
光
平
」

　

様
々
な
文
学
作
品
の
舞
台
に

な
っ
て
い
る
景
勝
地
、
越
前
海
岸
。

日
本
六
古
窯
の
一
つ
で
あ
る
越
前

焼
の
歴
史
が
集
う
陶
芸
村
な
ど
、

雨
田
光
平
が
旅
し
た
越
前
町
を
資

料
と
作
品
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

会　
　

期

　

10
月
25
日（
土
）〜
11
月
16
日（
日
）

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
文
化
の
日
11
月
3
日
は
開
館
し
、

11
月
4
日
を
休
館
と
し
ま
す
）

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体　

80
円
（
20
人
以
上
）

　

共
通
券　

２
０
０
円（
織
田
文
化
歴
史
館
が
見
学
で
き
ま
す
）

※
中
学
生
以
下
、70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。
入
館
の
際
、

受
付
で
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６-

２
６
６
６

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

　

記
念
館
で
は
展
示
替
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間
臨
時

休
館
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文
化
歴
史

館
（
電
話
☎
３
６-

２
２
８
８
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
休
館　

10
月
20
日（
月
）〜
24
日（
金
）

雨
田
光
平
記
念
館　

特
別
展
示
の
お
し
ら
せ

　

越
前
町
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、
織
田
文
化
歴
史
館
と

雨
田
光
平
記
念
館
で
は
開
館
記
念
日
に
あ
わ
せ
、
10
月
31
日

か
ら
文
化
の
日
ま
で
の
4
日
間
を
両
館
と
も
無
料
開
館
し
ま

す
。
期
間
中
は
、
雨
田
光
平
記
念
館
の
特
別
展
示
も
無
料
で

観
覧
で
き
ま
す
。

無
料
期
間　

10
月
31
日（
金
）〜
11
月
3
日（
月
）

開
館
時
間

　

織
田
文
化
歴
史
館　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　

雨
田
光
平
記
念
館　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
入
館
は
両
館
と
も
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

会
場
・
問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

織
田
文
化
歴
史
館
・
雨
田
光
平
記
念
館

無
料
開
館
日
の
お
し
ら
せ 秋秋のの夕暮夕暮れれ演奏会演奏会

無料ですので、どなた様も
お気軽にお越しくださいませ。

日　時 ： 10月23日（木）　16：00～

場　所 ： 織田病院　1階フロア

内　容 ： 越前町民混声合唱団の皆さんによる
　　　　秋のコーラスとピアノ演奏

越前町国民健康保険織田病院  ☎36 ｰ 1000問合せ先

　

越
前
町
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、
町
の
歴
史
・
文
化
め

ぐ
り
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
町
内
の
主
要
な
文
化
施
設
、

史
跡
・
仏
像
な
ど
指
定
文
化
財
を
中
心
に
め
ぐ
り
ま
す
。
学

芸
員
が
随
行
し
、歴
史
の
裏
話
な
ど
を
含
め
て
解
説
し
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

11
月
2
日（
日
）・
3
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

募
集
締
切　

10
月
26
日（
日
）　

午
後
5
時
ま
で

募
集
人
数　

2
日
50
人
、
3
日
50
人
、
合
計
１
０
０
人

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
方
法　

左
記
の
問
合
せ
先
に
電
話
に
て
申
し
込
み
。

参
加
費　

無
料

内　
　

容

　

八
坂
神
社
、
朝
日
観
音
、
蝉
丸
の
墓
、
劔
神
社
、
織
田
文

化
歴
史
館
、
厨
洞
穴
遺
跡
、
越
知
山
大
谷
寺
な
ど
。

※
場
所
・
行
程
は
若
干
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
午
前
９
時
50
分

ま
で
に
集
合
、
10
時
出
発
。

そ
の
他

　

お
弁
当
・
飲
み
物
な
ど

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
雨
天
決
行
。

問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館

　

☎
３
６‒

２
２
８
８

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

歴
史
・
文
化
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
募
集
の
お
知
ら
せ
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自分のインスリンの特徴を知る自分のインスリンの特徴を知る
　インスリンを作る力や分泌能には、次のような　インスリンを作る力や分泌能には、次のような
個人差があります。個人差があります。
1  遺伝的要素1  遺伝的要素
一生のうちで生産されるインスリン量が遺伝一生のうちで生産されるインスリン量が遺伝
的に少ない人がいます。的に少ない人がいます。
家族で糖尿病を発症している人や痩せている家族で糖尿病を発症している人や痩せている
人は該当している場合があります。人は該当している場合があります。

2  年齢的要因2  年齢的要因
６０歳をすぎると膵臓の機能が老化し、誰でもイ６０歳をすぎると膵臓の機能が老化し、誰でもイ
ンスリンの生産量は若いときの3分の２に減少しンスリンの生産量は若いときの3分の２に減少し
ます。ます。

血糖値を上げやすい糖質（食品）を知る血糖値を上げやすい糖質（食品）を知る
　吸収の早い糖質を多くとると、血液中は急激な　吸収の早い糖質を多くとると、血液中は急激な
高血糖状態になります。高血糖状態になります。
　吸収の早い糖質は、　吸収の早い糖質は、「単純糖質」「単純糖質」※※といわれ、50といわれ、50
～60秒後に血液に入り、血糖が急激に上がりま～60秒後に血液に入り、血糖が急激に上がりま

す。この結果、インスリンが大量に消費されます。す。この結果、インスリンが大量に消費されます。
※※単純糖質は、果物、砂糖、みりん、和洋菓子、清涼単純糖質は、果物、砂糖、みりん、和洋菓子、清涼
飲料、果汁飲料、野菜ジュース、栄養ドリンク、酒類飲料、果汁飲料、野菜ジュース、栄養ドリンク、酒類
などが該当します。などが該当します。

1日の糖質摂取の目安量1日の糖質摂取の目安量
　糖尿病ガイドでは、インスリンを守るため
の糖質の1日摂取量は、果物80キロカロリー以
下、調味料、嗜好品は砂糖に換算して、10ｇ
以下といわれています。
　インスリンを守るためには、糖質の摂取量を
守ることのほか、糖の吸収をゆっくりさせる食
物繊維を十分にとることも必要です。

こちらこちら
健康増進室健康増進室

みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病

　前回はインスリンの働きが大切なことをお知らせしました。糖尿病とはインスリンがうまく働かない　前回はインスリンの働きが大切なことをお知らせしました。糖尿病とはインスリンがうまく働かない
「糖代謝の異常」（ブドウ糖が大量に余ってしまい、体の中で正しく糖が処理されない状態）です。「糖代謝の異常」（ブドウ糖が大量に余ってしまい、体の中で正しく糖が処理されない状態）です。
　糖尿病の予防のためには、インスリンを無駄遣いせず「インスリンを守る」ことが大切になってきます。　糖尿病の予防のためには、インスリンを無駄遣いせず「インスリンを守る」ことが大切になってきます。
したがって日常的に下記のことをよく理解し健康管理をしていきましょう。したがって日常的に下記のことをよく理解し健康管理をしていきましょう。

第7回

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

インスリンを守るインスリンを守る

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34 ｰ 8710申込・問合せ先

10月28日（火）
午後7時～9時
越前町役場　別館

1人４５分程度
（秘密は厳守します）

無　料

千
せん

崎
ざき

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

予約制（匿名でも可）

日　　時 カウンセラー

申し込み
場　　所

相談時間

料　　金

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩んでいる」
「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていませんか？カウン
セラーと話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

子どもの発達相談や、スクールカウン
セラー、大人のストレス相談など幅広い
経験をもった臨床心理士が応じます。

なるほど、こんなことに気をつければいいのね！なるほど、こんなことに気をつければいいのね！

わからないこと、うまくいかないことがわからないこと、うまくいかないことが

あれば健康増進室にきいてみよっと。あれば健康増進室にきいてみよっと。

10月10月から、から、子ども子どものの定期予防接種定期予防接種のの
広域化広域化がが始始まります！まります！

高齢者用肺炎球菌予防接種高齢者用肺炎球菌予防接種もも始始まります！まります！

　10月から、子どもの定期予防接種（予防接種法に基づく予防接種）を県内全域で広域化します。
　対象者は、県内の広域的予防接種を行う約170の医療機関であれば、町外であっても定期予防接種
を受けることができるようになります。

対象者には、はがき（接種券）で通知します。詳しくは広報9月号をご覧ください。

●広域的予防接種 概要

対 象 予 防 接 種
ヒブ・小児用肺炎球菌・4種混合・BCG・3種混合・ポリオ、水痘
MR（麻しん・風しん混合）・日本脳炎・2種混合・子宮頸がん予防ワクチン

対 象 者

県内に居住する定期予防接種の対象者で、以下のいずれかを満たす人
○かかりつけ医が指定区域外にいる人
○基礎疾患などを有する人
○里帰り出産などで一時的に指定区域外にいる人
○指定区域外の施設入所者
○その他、やむを得ない事情がある人
※指定区域（居住する市町が指定する区域。1市町内の場合もあれば、複数の市町に
またがる場合もあります。）

広域的予防接種の区域 福井県内全域
広域的予防接種
を行う医療機関数

約170機関
（具体的な医療機関名は、広域化を開始する日に公表予定）

接 種 期 間 通年

留 意 点 ・対象者は、事前に越前町健康増進室（☎36 ｰ 1375）に連絡してください。
・対象者は医療機関に事前に予約が必要です。

開 始 日 平成26年10月１日（水痘の定期予防接種の開始する日）

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象にした個別相談会を実施しています。
お子さんの特性に合わせた支援を、こころの先生（心理相談員）と一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

10月16日（木） 午後1時～4時
朝日保健センター

臨床心理士

約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

日　時 相談時間

場　所

スタッフ

料　金

申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

対 象 者 平成26年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる人および101歳以上の人

自己負担金 4,000円
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土の巣に役目を果たした蝉還る 武藤　久子
アンケート嘘も少しは書くことも 山内　千代

アンケート正義の顔で書いている 竹内　涼子
コウノトリ人の視線は巣の雛に 松村　典子 広報えちぜん 26平成26年10月号27 広報えちぜん
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　インフルエンザは、かぜとは別の病気で、症状や感染力も強く、ときに重症化して命に関わることもあ
る感染症です。インフルエンザの流行シーズンを迎える前にワクチンを接種しましょう。

昭和24年9月30日までに生まれた人 1回

10月1日（水）から
1月31日（土）まで（休診日を除く）

1,500円

対 象 者 接 種 回 数

接 種 期 間 自己負担金

①対象者には、はがき（接種券）で通知します。
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、免疫の機能不全を主因として障害1級の認定を受けている
人は、インフルエンザ予防接種の対象となりますので、お申し出ください。

※希望する人は、事前に医療機関に予約し、はがき（接種券）を持参して接種してください。

市 町 名 指　定　医　療　機　関　名

越 前 町
伊部病院、藤田医院、長田内科胃腸科医院、整形外科大城医院
両林医院、橘医院、織田病院

鯖 江 市

一乗医院、伊与整形外科、加藤産婦人科、カマカズ医院、川口小児科医院、木水医院
きむら内科医院、木村病院、くぼたクリニック、公立丹南病院、今野内科、斎藤医院
斎藤病院、鯖江清水眼科、鯖江内科医院、鯖江リハビリテーション病院
品川クリニック、嶋田整形外科医院、高野医院、高野病院、たかはし内科婦人科医院
高村病院、谷川病院、津田クリニック、土屋医院、ともだち診療所
野尻内科胃腸科医院、馬場医院、はやしクリニック、広瀬病院
藤田胃腸科・内科・外科医院、前田医院、丸山内科循環器科医院、みどりヶ丘病院
柳沢医院、山岸医院

越 前 市

相木病院、池端病院、今立中央病院、井元産婦人科医院、岩堀医院、岩堀診療所
岩堀メディカルオフィス、越前外科内科医院、坂口診療所、笠原病院、加藤医院
こうの内科耳鼻咽喉科、斎藤医院、佐々木医院、サンライフクリニック
しみずクリニック、関医院、武生記念病院、つがわ内科クリニック、月岡医院
土川整形外科医院、東武内科外科クリニック、中村病院、野尻医院
野尻医院しらやま診療所、萩原医院、林医院、はやし内科外科、林病院、久野内科医院
ひらい医院、平井眼科内科クリニック、福田胃腸科外科、藤井医院、堀川医院
山内医院、マルカ整形外科内科、耳鼻咽喉科アレルギー科やまもとクリニック

南越前町
ありが医院、今庄診療所、加藤医院、河野診療所、花岡医院、山本内科医院
シルバーケア日野

池 田 町 池田町診療所、平井医院

福 井 市 すこやかシルバー病院

※施設入所されている人は健康増進室（☎36‒1375）へお問い合わせください。

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

指定医療機関以外で接種する場合、自己負担額が高くなることがあります。

子育てアドバイス

○健康診査を受けることができる人は、次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳～74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人
 　（必ず事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
　各検診日の3日前までに電話でお申し込みください。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
   ＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

成人の健康診査成人の健康診査

実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康
診査

肺がん
検診

胃がん
検診

乳がん
検診

子宮頸
がん検診

10月19日（日） 織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」

 8：30～　9：30 ●

　9：00～ 10：00 ● ●

11月18日（火）
朝日保健センター（朝寿殿）
★午後はレデイース健診

 8：30～　9：30 ●

　9：00～ 10：00 ● ●

13：00～ 14：00 ★ ★ ★ ★

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

目を大切に…10月10日は「目の愛護デー」

私たちは情報を得るための8割を目に頼っています。
視覚がいちばん発達するのが、乳幼児期です。
目を大切にしていくためにも、生活を見直してみましょう !

子育て支援課  ☎34－8725問合せ先

　乳児の視力は生後7～8か月で
0.1くらいだそうです。
　まだまだ目の周りの筋肉が発達して
いないため視界も狭く、急にものが現れ
たり消えたりするように見えます。
　おうちの人が見えなくなると不安になる
ので、その場を離れるときは必ず顔を
近づけ、声をかけてあげましょう。

•前髪は目にかからないようにしましょう。

•照明の明るさに気をつけましょう。

•長時間のゲームは禁物。

•戸外で遊び、体も目もリラックス。

•緑黄色野菜を食べましょう。

•汚い手で目をこすりません。

•絵をかいたり、絵本を見たりするときの

　姿勢に気をつけましょう。



巣立つ子に悲喜交交の父と母 向當みつ子
母囲み会話弾けている古巣 原　榮子

町おこし全戸配布のアンケート 山谷　ゆり
災害の予知判断に惑わされ 司辻　文子 広報えちぜん 28平成26年10月号29 広報えちぜん
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10月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

特別番組

◎ 「越前町いきいき情報局」
越前まるごと元気フェア
～食と技と絆の祭典～開催
【9月27日（土）～10月10日（金）】

越前町合併10周年記念
NHK「上方演芸会」公開録音観覧者募集！
【10月11日（土）～10月17日（金）】

織田文化歴史館と雨田光平記念館の
越前町合併10周年記念イベントのお知らせ
【10月18日（土）～10月31日（金）】
•毎日　7：55～、12：55～、19：55～

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

◎ 「土曜の朝はまいどわいど生放送」
越前町まるごと元気フェア【10月18日（土）】
•生放送　10：00～
•再放送　15：00～、22：00～

◎ 「丹南のお店情報 みせばん」
喫茶　源（喫茶）【10月4日（土）～10月10日（金）】
•月～金曜日　8：40～、13：40～、17：40～、20：40～
•土・日曜日　8：40～、13：40～、18：40～

◎ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
朝日北保育所　①
【10月4日（土）～10月10日（金）】
朝日北保育所　②
【10月11日（土）～10月17日（金）】
•毎日　9：10～、12：10～、19：10～

※その他の番組の放送予定は、
電話またはホームページでご
確認ください。

★2014「読書週間」がはじまります。
　期間は10月27日（月）から11月9日（日）の2週間です。★

　春には子どもの「読書週間」がありますが、秋には皆さんの「読書週間」があります。
　最近は、インターネットの本屋さんでは電子書籍の販売が当たり前になっているようです。
　かつて、図書館司書の講習において、「紙媒体は無くなるのか？！」といったテーマでレポートを書き
ました。そのころは、国外では試験導入する図書館が出始めたころでしたが、国内では、自炊（自分で
本を解体し、スキャナで読み取ってつくる電子書籍）で、もっぱら、「パソコンを使えて、本もたくさん
読んじゃうよ。」と言う人がほとんどでした。また、福井では自動車移動なので、あまり見かける機会
はありませんが、首都圏で電車などに乗っていると電子書籍を読んでいる人を見かけます。さらに、国
内の図書館でも、電子書籍を導入するところが出現しはじめています。皆さんの読書は、紙ですか？そ
れとも電子ですか？将来は、映画のように、空中に表示して読めるようになるのでしょうか ?
　さて、インド図書館学の父ランガナタンが提唱した「図書館五原則」のひとつに「図書館は成長する
有機体である。」とあります。簡単に申しますと、「図書館は、時代とともに常に進化する存在である。」
ということだそうです。確かに、小学生のころの図書館と比べると、いまの図書館は大きく
進化していると言えるでしょう。読書するのも大切ですが、この機会に身の回りの
『進化』を見つけてみるのも面白いかもしれません。

★平成27年度から軽自動車税の税率が変わります
　平成26年度税制改正において軽自動車税の税率が見直されたことにより、平成27年度から軽
自動車税の税率を次のとおり変更します。

（1）原動機付自転車および二輪車など

（2）四輪車など

車　　　　種 現行税率
（平成26年度まで）

新税率
（平成27年度から）

原動機付自転車

50cc 以下 1,000円 2,000円

50cc 超～ 90cc 以下 1,200円 2,000円

90cc 超～ 125cc 以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪 　125cc 超～ 250cc 以下 2,400円 3,600円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,200円 1,500円

その他 4,600円 5,700円

小型二輪自動車　250㏄超 4,000円 6,000円

※登録がある全ての車両について新税率が適用されます。

車　　　種

平成27年度から 平成28年度から

①H27.3.31までに
　新規登録（現行税率）

②H27.4.1以降に
　新規登録（新税率）

③最初の新規検査から
　13年超（重課税率）

三　輪　車 3,100円 3,900円 4,600円

四輪乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

四輪貨物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

※平成27年3月31日までに最初の新規検査を受けた車両については①の現行税率が適用されます。また、
平成28年以降の毎年4月1日時点で、最初の新規検査を受けた日から13年を超える車両については③の
重課税率が適用されます。（最初の新規検査とは、今までに車両番号の指定を受けたことのない軽自動車
を新たに使用するときに受ける検査です。）

税務課  ☎34－8709問合せ先
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実　施　日 場　　所 電話番号

10月14日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

10月15日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

10月17日（金） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

10月15日（水） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

10月10日（金） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

10月 7 日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

10月 8 日（水） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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代
記　

第
百
十
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
十
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
十
回

おはよう !  からはじめる家族時間  ～工夫して家族の時間を増やしましょう～ 巣立つ日の空に広がる未来絵図 木下百合子
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10
月
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
秋

が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

「
行
楽
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」「
読
書

の
秋
」
と
秋
に
関
す
る
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

何
を
す
る
に
も
快
適
な
季
節
で
す
。

　

18
日
と
19
日
に
は
越
前
陶
芸
村
で
「
越
前

ま
る
ご
と
元
気
フ
ェ
ア
〜
食
と
技
と
絆
の
祭

典
〜
」
を
は
じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
秋
の
越
前
陶

芸
村
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

私
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
な
の
で
何
年
か

前
か
ら
父
と
弟
に
薦
め
ら
れ
て
い
る
、
ゴ
ル

フ
の
練
習
を
再
開
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
デ
ビ
ュ
ー

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
の

夜
長
に
普
段
読
ま
な
い
よ
う
な
小
説
を
読
ん

だ
り
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
秋
を
過
ご
さ

れ
ま
す
か
？

人口と世帯
（9月1日現在）

　

9
月
20
日
・
21
日
に
開
か
れ
た
「
越
前
さ
か

な
ま
つ
り
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。
爽
や
か
な

秋
空
の
も
と
、
食
欲
の
秋
に
ぴ
っ
た
り
の
イ

ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
、
新
鮮
な
魚
介
類
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
大
変
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
魚
の
つ
か
み
取
り
体
験
は

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

人　口 23,059人

　男 11,121人
　女 11,932人
世帯数 7,341戸

（前月より33人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

岩　

開　

雪
田　

ナ
ミ
さ
ん
（
90
歳
）

乙　

坂　

千
秋

み
子
さ
ん
（
89
歳
）

小　

倉　

野
村　

治
さ
ん
（
94
歳
）

小　

倉　

安
井
志
げ
子
さ
ん
（
96
歳
）

上
糸
生　

渡
邉
與
兵
衞
さ
ん
（
96
歳
）

上
糸
生　

木
下
リ
ツ
オ
さ
ん
（
88
歳
）

小
曽
原　

山
内　

の
ふ
さ
ん
（
98
歳
）

小
曽
原　

山
内　

子
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原　

司
辻　

俊
吾
さ
ん
（
87
歳
）

江　

波　

山
﨑
千
枝
子
さ
ん
（
89
歳
）

蟬　

口　

木
田
傳
右
ヱ
門
さ
ん
（
83
歳
）

血
ヶ
平　

福
島　

菊
枝
さ
ん
（
86
歳
）

左　

右　

黒
田
ツ
ヤ
子
さ
ん
（
87
歳
）

梅　

浦　

米
谷　

君
惠
さ
ん
（
91
歳
）

　

宿　
　

東
藤
末
五
郎
さ
ん
（
89
歳
）

大　

樟　

川
端　

順
一
さ
ん
（
63
歳
）

道　

口　

田
川　

昭
雄
さ
ん
（
74
歳
）

　

厨　
　

坂
口　

武
義
さ
ん
（
70
歳
）

　

中　
　

宇
野　

武
子
さ
ん
（
86
歳
）

三　

崎　

佐
々
木
一
三
さ
ん
（
93
歳
）

朝　

日　

朝
倉　

光み

悠ゆ
う

（
光
寿
、
女
）

佐
々
生 

土
田　

隆り
ゅ
う

一い
ち

朗ろ
う

（
佳
紀
、
男
）

下
糸
生 

和
田　

彩あ
や

楓か

（
明
、
女
）

大　

樟　

島
田　

杏あ

心こ

（
繁
徳
、
女
）

　

厨　
　

木
村　

一い
ち

絆な

（
達
矢
、
女
）

　

北　
　

嶋
津　

莉り

子こ

（
光
紀
、
女
）

　

辻 

石
田　

梨り

緒お

（
拓
也
、
女
）

三　

崎 

河
原　

冴さ

月つ
き

（
尚
太
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
1717

―
建
築
・
民
家　

編
―

―
建
築
・
民
家　

編
―

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
！
学
芸
員
の
Ｍ
さ
ん
と
10
時
半
に
約
束

し
て
い
る
の
で
す
が
。

受
付 

こ
ん
に
ち
は
Ｅ
子
さ
ん
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｍ

さ
ん
は
打
ち
合
わ
せ
が
長
引
い
て
い
る
の
で
も
う
少

し
待
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

Ｅ
子 

あ
！
会
議
中
で
す
か
！

受
付 

え
え
実
は
今
、
国
指
定
文
化
財
の
修
繕
相
談
が
あ
る

の
で
、
福
井
県
の
文
化
財
担
当
者
の
人
も
こ
ら
れ
て

修
繕
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
の
よ
。
Ｍ
さ

ん
が
よ
か
っ
た
ら
待
っ
て
い
る
間
、
展
示
を
見
て
い

て
く
だ
さ
い
っ
て
。

Ｅ
子 

ほ
ん
と
う
で
す
か
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
展
示
室
へ
移
動
）

Ｅ
子 

あ
ら
？
復
元
民
家
の
と
こ
ろ
で
作
業
し
て
い
る
人
が
…
。

職
員 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
ど
う
ぞ
お
上
が
り
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
！
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

職
員 

こ
こ
は
見
学
に
き

た
皆
さ
ん
に
、
普

段
の
生
活
の
中
で

越
前
焼
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
き

た
の
か
、
体
験
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
利

用
し
た
後
、
展
示
物
が
解
説
板
に
か
い
て
あ
る
定
位

置
か
ら
動
い
て
い
る
時
が
あ
る
の
で
、
時
々
見
に
来

て
元
に
戻
し
て
い
る
の
で
す
よ
。

Ｅ
子 

（
…
こ
の
人
、も
し
か
し
て
）あ
の
、学
芸
員
の
人
で
す
か
。

職
員 

は
い
。
こ
の
館
で
は
近
現
代
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し

て
い
ま
す
学
芸
員
の
Ｋ
で
す
。

Ｅ
子 

あ
の
！
こ
こ
の
展
示
は
日
常
生
活
の
展
示
な
の
で
す

よ
ね
？

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。
こ
こ
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
く
ら
い
の

こ
の
辺
の
民
家
の
台
所
と
居
間
を
復
元
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

…
な
ん
だ
か
時
代
の
幅
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
実
は
こ
の
く
ら
い
の
時
代
の
家
に
は
、

は
っ
き
り
し
た
時
代
の
決
め
手
に
な
る
物
が
な
い
の

で
す
。

Ｅ
子 

え
え
っ
そ
う
な
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

都
市
部
の
家
に
あ
っ
て
地
方
の
家
に
な
か
っ
た
物
や

そ
の
逆
、
そ
の
家
の
住
人
の
職
業
に
よ
る
違
い
は
確

認
さ
れ
て
い
る
の
で
す
け
ど
ね
。

 

復
元
さ
れ
て
い
る
こ
の
家
は
、こ
の
辺
の
一
般
的
な
農

家
と
い
う
設
定
で
す
。
私
が
い
る
こ
こ
が
、
オ
イ
エ
も

し
く
は
オ
ウ
エ
な
ど
と
呼
ば
れ
た
居
間
の
部
分
で
す
。

あ
な
た
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
床
の
色
が
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
土
間
を
現
し
て
い
ま
す
。
ニ
ワ

と
呼
ば
れ
た
現
在
の
玄
関
に
あ
た
る
部
分
で
す
ね
。

Ｅ
子 
本
当
だ
！
こ
こ
だ
け
灰
色
に
な
っ
て
い
る
〜
。
こ
ん

な
家
っ
て
今
で
も
残
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 
実
は
、
改
装
さ
れ
た
古
民
家
と
い
う
の
は
結
構
残
っ

て
い
ま
す
。
畳
を
あ
げ
て
床
板
を
外
す
と
囲
炉
裏
が

出
て
き
た
り
、
玄
関
の
あ
が
り
と
そ
の
奥
の
座
敷
と

の
区
切
り
に
帯お

び

戸ど

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
り
す
る

家
が
あ
り
ま
す
。
一
見
現
代
風
に
改
装
さ
れ
て
い
て

も
、
間
取
り
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
り
す
る
家
も

あ
り
ま
す
よ
。

 

も
ち
ろ
ん
古
民
家
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
こ
で
す
か
？

学
Ｋ 

陶
芸
村
が
あ
る
宮
崎
地
区
の
相あ
い

木き

家け

住
宅
で
す
。
こ

の
家
は
江
戸
時
代
後
期
文
政
6
年
頃
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
代
々
の
持
ち
主
に
よ
っ
て
大
切
に
管
理
さ
れ

て
い
て
、
昭
和
44
年
に
国
が
重
要
文
化
財
に
指
定
し

て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

（
え
ー
と
、建
物
だ
か
ら
）有
形
文
化
財
で
す
ね
！

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。
よ
く
ご
存
じ
で
す
ね
。

劔
神
社
は
も
と
も
と
剣
御
子
神
社
だ
っ
た
？

　

国
の
正
式
な
歴
史
書
で
初
め
て
劔
神
社
が
登
場
す
る
の
は『
続
し
ょ
く

日
本
紀
』と
い
う

書
物
で
、
宝
亀
二
年（
七
七
一
）の
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は「
越
前
国
従
四
位
下
勲
六

等
剣
神
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
劔
神
社
所
蔵
の
梵
鐘（
国
宝
）に
あ
る「
剣
御
子
寺

神
護
景
雲
四
年（
七
七
〇
）九
月
十
一
日
」の
銘
文
が
あ
る
の
で
、越
前
国
剣
神
と
は

越
前
町
の
劔
神
社
を
指
す
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

し
か
も
そ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
剣
神
に
は
勲
六
等
と
い
う
勲
位
（
勲

章
）
と
従
四
位
下
と
い
う
高
い
神
階
（
神
さ
ま
の
地
位
）
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
剣
御
子
と
剣
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
名
前
が
あ
る
の
が
謎
で
す
。

ど
ち
ら
が
本
当
の
名
前
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

　

剣
神
に
関
し
て
他
の
史
料
を
見
る
と
、『
新
抄
格
勅
符
抄
』と
い
う
書
物
に
は
、剣

御
子
神
（
七
六
五
年
・
七
七
二
年
）
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
日
本
三

代
実
録
』に
は「
剣
神
」（
八
五
九
年
）、『
延
喜
式
』神
名
帳
に
は「
剣
神
社
」（
九
二
七

年
）と
出
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
剣
御
子（
神
）と
あ
る
の
が
七
六
五
年
・
七
七
〇
年
・

七
七
二
年
の
三
か
所
、剣
神
と
あ
る
の
が
七
七
一
年
・
八
五
九
年
・
九
二
七
年
の
三

か
所
で
す
。

　

年
代
的
な
法
則
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
献
の
性
格
で
く
く
る
と
傾
向
が
見
え

て
き
ま
す
。『
六
国
史
』や『
延
喜
式
』な
ど
の
、い
わ
ゆ
る
正
史
は「
剣
神
」、そ
れ
以

外
は
「
剣
御
子
（
神
）」
と
あ
り
、
な
ぜ
か
正
史
が
剣
の
一
字
の
み
で
す
。
結
論
を
い

え
ば
、と
も
に
劔
神
社
の
神
さ
ま
の
名
前
を
指
し
ま
す
が
、剣
御
子
神
か
ら
剣
神
に

変
化
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
剣
御
子
神
が
本
来
の
神
名
で
、
正

式
に
は
剣
御
子
神
社
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
す
。
つ
ま
り
収
録
時
に
「
御
子
」
の

二
字
が
意
図
的
に
省
か
れ
た
と
み
て
い
ま
す
。

　

そ
の
省
略
さ
れ
た
理
由
を
考
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
剣
御
子
と
は
誰
を
指
す
の
で

し
ょ
う
か
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
劔
神
社
に
忍
熊
王
が
祀
ら
れ
る
こ
と
、
氣
比
神
宮

と
の
関
係
や
縁
起
・
社
伝
な
ど
を
重
視
し
ま
す
と
、剣
御
子
は
忍
熊
王
を
指
す
よ
う

で
す
。
忍
熊
王
と
は
仲
哀
天
皇
の
皇
子
で
、神
功
皇
后
と
応
神
天
皇
の
一
派
と
争
っ

た
こ
と
で
知
ら
れ
、結
果
敗
北
し
ま
し
た
が
、そ
れ
ま
で
は
正
当
な
王
位
継
承
者
で

し
た
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
戦
争
に
負
け
て
し
ま
え
ば
、そ
れ
は
反
逆
者
と
し
て

の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
の
森
浩
一
先
生
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
越
前
町
歴
史

講
演
会
で
こ
の
点
に
触
れ
ま
し
た
。
森
氏
に
よ
る
と
、劔
神
社
は
も
と
剣
御
子
神
社

で
、い
わ
ゆ
る
国
家
反
逆
者
で
あ
る
忍
熊
王
を
祀
っ
て
い
た
た
め
、正
史
収
録
時
に

は
朝
廷
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
の
で
、
わ
ざ
と
「
御
子
」
を
抜
い
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
記
録
上
ふ
た
つ
の
神
さ
ま
の
名
前
が
混
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し

そ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
ふ
く
い
に
関
す
る
古
代
史
の
謎
が
次
々
と
解
け
て
い

き
ま
す
。
次
回
は
さ
ら
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
深
め
て
み
ま
す
。

織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

堀
大
介



え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

10
月
1 日
～
11
月
1 日

広報えちぜん 32平成26年10月号

発
行　

越
前
町
役
場　

  

編
集　

総
務
課

〒
916
│
0192　
福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
│
5
│
1

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
８
│
３
４
│
１
２
３
４
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
８
│
３
４
│
１
２
３
６

再生紙を使用しています

広
報
え
ち
ぜ
ん
第
117
号　
平
成
26
年
10
月
1
日
発
行

越前町ウェブサイト　http：//www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

10 ／ 1

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4
越
前
秋
季
陶
芸
祭

（
越
前
陶
芸
村
）

5
越
前
秋
季
陶
芸
祭

（
越
前
陶
芸
村
）

消
防
操
法
大
会

7：
30
～

（
鯖
江・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

6
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

9
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

11
お
た
ま
つ
り

（
劔
神
社
境
内
）

12
お
た
ま
つ
り

（
劔
神
社
境
内
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

13
体
育
の
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

14
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
13
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
14
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18
越
前
ま
る
ご
と
元
気
フ
ェ
ア

～
食
と
技
と
絆
の
祭
典
～

（
越
前
陶
芸
村
）

越
前
食
育
フ
ェ
ス
タ

（
越
前
陶
芸
村
）

19
越
前
ま
る
ご
と
元
気
フ
ェ
ア

～
食
と
技
と
絆
の
祭
典
～

（
越
前
陶
芸
村
）

越
前
食
育
フ
ェ
ス
タ

（
越
前
陶
芸
村
）

秋
季
茶
会

（
越
前
陶
芸
村
）

越
前
町
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
20
14

（
越
前
陶
芸
村
）

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

20
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

21
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

３
歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
15
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

越
前
町
戦
没
者
追
悼
式

13
：
30
～

（
越
前
町
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

23
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

生涯
学習

セン
ター

糸生
分館

）
秋
の
夕
暮
れ
演
奏
会

16
：
00
～

（
織
田
病
院
）

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

25
介
護
講
座

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

26

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

27
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

28
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

心
を
い
や
す
相
談
会

19
：
00
～
21
：
00

（
越
前
町
役
場
別
館
）

29
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

30
31
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

11 ／ 1

文
化
講
演
会

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

越
前
町
総
合
美
術
展

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

（携帯電話用） （スマートフォン用）
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